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ソ
フ
ト
開
発
、
ハ
ー
ド
開
発

を
含
め
た
シ
ス
テ
ム
設
計
、
シ

ス
テ
ム
開
発
、
サ
ー
ビ
ス
を
主

要
事
業
と
す
る
株
式
会
社
日
立

ケ
ー
イ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
（
千
葉

県
習
志
野
市
）。
日
立
グ
ル
ー

プ
の
一
員
と
し
て
、
三
〇
年
を

超
え
る
経
験
と
実
績
を
誇
る
。

設
立
時
の
特
定
労
働
者
派
遣
事

業
を
中
心
と
す
る
運
営
か
ら
、

自
主
事
業
を
増
や
し
て
い
く
過

程
の
な
か
、
こ
れ
ま
で
日
立
本

体
の
人
事
諸
制
度
を
基
本
に
同

社
に
適
し
た
施
策
を
構
築
し
、

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
廃
止

や
面
談
活
動
の
実
施
な
ど
、
運
用
面
で
工
夫

を
重
ね
て
き
た
。
同
社
の
渡
邊
一
正
・
総
務

部
部
長
代
理
を
訪
ね
、
中
堅
Ｉ
Ｔ
企
業
の
労

務
管
理
と
対
応
の
考
え
方
に
つ
い
て
話
を
聞

い
た
。

社
員
の
雇
用
形
態
と
主
な
職
制

　

日
立
ケ
ー
イ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
の
社
員
は
五

一
〇
人
（
二
〇
一
四
年
一
〇
月
一
日
現
在
）

で
、
内
訳
は
概
要
表
の
通
り
。
定
年
後
社
員

が
再
雇
用
さ
れ
る
シ
ニ
ア
ス
タ
ッ
フ
は
一
年

毎
に
契
約
を
更
新
し
、
業
務
内
容
と
本
人
希

望
を
調
整
し
、
常
勤
か
週
三
日
を
決
定
す
る
。

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
も
一
年
契
約
で
現
在

は
全
員
が
常
勤
で
働
い
て
い
る
。

　

会
社
組
織
は
、
営
業
、
シ
ス
テ
ム
設
計
開

発
、
シ
ス
テ
ム
の
ソ
フ
ト
技
術
、
品
質
保
証
、

修
理
や
評
価
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
総
務

や
経
理
、
資
材
、
企
画
な
ど
の
間
接
部
門
な

ど
。
こ
の
な
か
に
は
、
特
定
派
遣
労
働
者
と

し
て
他
社
の
設
計
開
発
な
ど
に
派
遣
す
る
者

も
い
る
。

　

基
本
は
、
新
規
学
卒
者
を
総
合
職
候
補
と

し
て
採
用
し
、
そ
の
後
、
二
カ
月
間
の
導
入

研
修
で
会
社
生
活
の
基
礎
事
項
や
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
、
シ
ス
テ
ム
設
計
基
礎
を
学
ぶ
。
そ
の

間
、
配
属
面
談
で
本
人
の
意
向
も
聞
き
な
が

ら
配
属
部
門
を
決
め
る
。

設
立
趣
旨
は
シ
ス
テ
ム
設
計
要
員
の

確
保
・
育
成

　

そ
ん
な
同
社
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
前

段
で
、
日
立
ケ
ー
イ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
の
歴
史

を
少
し
振
り
返
っ
て
お
き
た
い
。
同
社
は
一

九
八
〇
年
代
前
半
の
日
立
グ
ル
ー
プ
に
ソ
フ

ト
シ
ス
テ
ム
会
社
が
で
き
て
き
た
動
き
に
合

わ
せ
る
形
で
一
九
八
〇
年
に
設
立
。
現
在
は

株
式
会
社
日
立
産
機
シ
ス
テ
ム
の
子
会
社
に

な
っ
て
い
る
。
当
初
の
主
目
的
は
、
当
時
、

モ
ー
タ
ー
や
制
御
装
置
、
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
、

Ｐ
Ｃ
な
ど
を
製
造
し
て
い
た
日
立
製
作
所
習

志
野
工
場
の
シ
ス
テ
ム
設
計
要
員
を
確
保
・

育
成
す
る
こ
と
で
、
特
定
労
働
者
派
遣
が
メ

イ
ン
事
業
だ
っ
た
。
そ
の
後
の
グ
ル
ー
プ
内

の
事
業
展
開
の
変
革
や
派
遣
労
働
者
を
減
ら

し
て
い
く
流
れ
の
な
か
で
自
主
事
業
を
増
や

し
て
き
た
。

　

現
在
の
同
社
の
事
業
構
成
は
図
１
の
通
り
。

シ
ス
テ
ム
の
計
画
・
提
案
か
ら
開
発
、
運
用

支
援
ま
で
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
が
全
体

の
八
〇
％
強
を
占
め
、
派
遣
事
業
は
一
〇
％

程
に
な
っ
て
い
る
。
派
遣
事
業
に
従
事
し
て

い
る
社
員
は
約
五
〇
人
で
、
そ
の
う
ち
日
立

グ
ル
ー
プ
と
グ
ル
ー
プ
外
の
企
業
に
派
遣
し

て
い
る
者
が
半
々
だ
と
い
う
。

　

な
お
、
常
勤
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
は
、

評
価
や
キ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
修
理
な
ど
の
現
場

系
の
仕
事
で
働
く
人
が
多
い
。

資
格
制
度
と
賃
金
、
職
位

　

同
社
の
資
格
制
度
は
総
合
職
と
専
任
職
に

分
か
れ
て
い
る
。
指
示
を
受
け
て
作
業
す
る

位
置
づ
け
の
専
任
職
は
、
四
級
か
ら
始
ま
り

一
級
ま
で
の
四
段
階
の
資
格
等
級
。
他
方
、

企
画
・
立
案
や
判
断
が
求
め
ら
れ
る
総
合
職

の
資
格
等
級
は
、
九
級
か
ら
一
級
ま
で
の
九

段
階
あ
る
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
同
社
は
現
在
、
新
規

学
卒
者
を
総
合
職
と
し
て
採
用
し
て
お
り
、

毎
年
一
〇
人
前
後
が
入
社
し
て
い
る
。
新
卒

小回りのきく制度変更で働きやすい環境を
　――労務管理の視点でフレックスタイムの廃止や 
　　　キメ細かい面談活動を実施

賃金・人事処遇制度と運用実態をめぐる新たな潮流＜第 10 回＞

株式会社　日立ケーイーシステムズ　概要

取締役社長：藤原　達夫
設　　　立：1980 年 10月 21日
社　員　数：510人
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　　　　　　　　　シニアスタッフ 17人、
　　　　　　　　　パートタイム９人
初任給実績：大学院卒 21万 7500 円、
　　　　　　大学卒 20万 6000 円、
　　　　　　高専卒 18万 1000 円
株　　　主：株式会社日立産機システム
　　　　　　株式会社日立製作所

2014 年 10月 1日現在

日立ケーイーシステムズ

日立ケーイーシステムズ本社概観（同社提供）
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者
の
採
用
直
後
は
「
総
合
職
補
」
の
資
格
等

級
に
格
付
け
ら
れ
る
。
総
合
職
補
の
資
格
等

級
も
四
段
階
あ
る
が
、
成
果
発
表
や
情
報
処

理
資
格
取
得
等
の
力
量
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、

四
大
卒
は
二
年
、
院
卒
（
修
士
）
な
ら
一
年

で
総
合
職
の
資
格
に
上
が
る
。

　

給
与
は
資
格
等
級
ご
と
に
上
・
下
限
を
設

定
し
た
範
囲
給（
本
給
レ
ン
ジ
）で
、
昇
給
は

年
一
度
の
評
価
に
よ
り
決
ま
る
。
同
一
等
級

に
と
ど
ま
る
か
ぎ
り
、
賃
金
は
上
限
を
超
え

て
昇
給
す
る
こ
と
は
な
い
が
、
上
位
等
級
へ

昇
格
し
た
場
合
に
は
大
き
く
上
が
る
よ
う
な

制
度
設
計
で
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
持
た
せ

た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
査
定
は
業

務
成
果
、
勤
務
成
績
な
ら
び
に
能
力
等
を
五

段
階
で
評
価
し
、
各
職
制
に
よ
る
審
議
、
全

社
査
定
会
議
に
よ
る
審
議
を
経
て
最
終
決
定

す
る
。

　

職
位
は
資
格
等
級
と
一
致
し
て
い
る
も
の

で
は
な
い
が
、
緩
や
か
な
リ
ン
ク
は
み
ら
れ

る
。
た
と
え
ば
、
総
合
職
七
、
六
級
あ
た
り

で
技
師
・
主
任
ク
ラ
ス
に
な
り
、
五
級
あ
た

り
で
主
任
技
師
・
部
長
代
理
ク
ラ
ス
に
な
る
。

主
任
技
師
と
部
長
代
理
は
一
般
的
な
課
長
職

に
相
当
し
、
こ
こ
か
ら
が
管
理
職
層
に
な
っ

て
い
る
。
部
長
代
理
と
主
任
技
師
の
上
の
職

位
は
、
部
長
→
本
部
長
→
事
業
部
長
と
な
る
。

賞
与
は
半
年
間
の
成
果
で

　

賞
与
も
、
査
定
賞
与
で
夏
冬
そ
れ
ぞ
れ
五

段
階
評
価
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
。「
昇

給
は
成
果
に
加
え
て
育
成
と
か
今
後

の
期
待
値
な
ど
も
含
ま
れ
る
が
、
賞

与
の
評
価
は
半
年
間
の
成
果
を
み
て

判
断
す
る
。
評
価
に
よ
る
差
は
職
務

等
級
で
異
な
る
が
、
若
年
層
な
ら
数

万
円
、
管
理
職
層
に
な
る
と
数
十
万

円
の
開
き
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
」。

目
標
管
理
制
度
の
前
段
と
し
て 

自
己
申
告
制
度
を
実
施

　

一
方
、
評
価
制
度
に
関
し
て
は
、

日
立
本
体
が
一
九
九
〇
年
代
後
半
に

導
入
し
た
目
標
管
理
制
度
を
取
り
入

れ
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。「
当
時

日
立
本
体
が
導
入
し
よ
う
と
し
た
時

期
に
、
当
社
に
も
取
り
入
れ
る
こ
と

を
検
討
し
た
が
、『
派
遣
に
出
し
て
い

る
人
を
ど
う
や
っ
て
目
標
管
理
す
る

の
か
？
』
と
い
っ
た
疑
問
に
明
確
な

回
答
を
導
き
出
せ
ず
保
留
に
な
っ
た

経
緯
が
あ
る
。
そ
の
代
わ
り
、
自
己

申
告
制
度
を
実
施
し
て
い
て
、
半
年

に
一
度
の
面
接
で
こ
の
半
年
『
計
画
し
た
こ

と
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
成
果
が
あ
っ
た

か
』、
そ
し
て
今
後
、『
ど
う
い
っ
た
と
こ
ろ

に
注
力
し
て
い
く
か
』『
自
分
が
伸
ば
し
た
い

と
こ
ろ
は
何
か
』『
異
動
希
望
の
有
無
』な
ど

に
つ
い
て
直
属
の
上
司
と
面
接
し
て
方
針
を

統
一
さ
せ
た
り
期
待
値
を
示
し
た
り
し
な
が

ら
、要
望
・
指
導
を
し
て
い
く
。
あ
く
ま
で
自

己
申
告
の
な
か
で
上
長
が
意
見
し
た
り
サ
ポ

ー
ト
す
る
仕
組
み
だ
」。

　

目
標
管
理
制
度
と
異
な
る
の
は
、
自
己
申

告
し
た
内
容
が
直
結
し
て
評
価
さ
れ
る
こ
と

が
な
い
と
こ
ろ
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ

ー
ル
と
し
て
の
意
味
合
い
が
強
く
、
部
門
方

針
の
ベ
ク
ト
ル
合
わ
せ
や
、
疑
問
・
不
満
の

吸
い
上
げ
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
順
守
の
確

認
に
活
用
し
て
い
る
。
将
来
的
に
は
目
標
管

理
制
度
を
導
入
し
て
い
く
方
向
に
あ
る
。

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
を
廃
止

　

日
立
ケ
ー
イ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
の
所
定
内
労

働
時
間
は
、（
事
業
所
に
よ
り
若
干
異
な
る
が
、

基
本
は
）
朝
八
時
五
〇
分
～
午
後
五
時
二
〇

分
の
七
・
七
五
時
間
（
お
昼
休
み
四
五
分
を

除
く
）。
休
日
は
、
土
日
祝
祭
日
、
年
末
年

始
休
暇
な
ど
年
間
約
一
二
五
日
で
、
育
児
や

介
護
等
の
休
暇
は
法
定
以
上
と
な
っ
て
い
る
。

残
業
時
間
は
部
署
等
で
異
な
る
が
、
全
体
平

均
は
月
二
〇
時
間
程
度
。
Ｉ
Ｔ
企
業
に
は
珍

し
く
裁
量
労
働
制
は
導
入
し
て
お
ら
ず
、
フ

レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
も
二
〇
〇
七
年
度
に
廃

止
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
派
遣
形
態
で
フ
レ

ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
あ
る
顧
客
先
に
派
遣
さ

れ
る
場
合
は
、
先
方
の
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム

制
に
合
わ
せ
ら
れ
る
よ
う
、
派
遣
対
象
者
に

限
る
規
則
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。

　
「
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
は
一
九
八
五
年
、

総
合
職
全
員
を
対
象
に
導
入
し
た
。
当
時
は

グ
ル
ー
プ
全
体
で
導
入
の
方
向
性
が
あ
り
、

職
場
も
自
由
度
の
あ
る
働
き
方
に
憧
れ
の
よ

う
な
も
の
が
あ
っ
た
。
当
社
の
立
地
条
件
が

交
通
の
便
が
あ
ま
り
良
く
な
い
こ
と
も
あ
り
、

朝
、
銀
行
に
立
ち
寄
り
た
い
と
か
用
事
を
済

ま
せ
る
に
も
便
利
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
。
ま

た
、
設
計
者
は
夜
遅
く
ま
で
働
く
こ
と
も
珍

し
く
な
い
の
で
、
翌
朝
少
し
余
裕
を
持
た
せ

て
出
社
す
る
働
き
方
に
魅
力
を
感
じ
た
の
だ

と
思
う
」

不
都
合
を
訴
え
る
声
は
な
か
っ
た

　

と
こ
ろ
が
、
実
際
に
導
入
し
て
み
る
と
、

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
を
使
用
す
る
人
は
徐
々

に
少
な
く
な
り
、
使
用
す
る
人
は
決
ま
っ
た

人
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
生
活
の
リ
ズ

ム
自
体
が
恒
常
的
に
ず
れ
て
い
る
よ
う
な
人

も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
者
は
、
一
九
九

九
年
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。
目
立

っ
て
き
た
た
め
、
手
を
打
と
う
と
面
談
し
た

と
こ
ろ
、
生
活
リ
ズ
ム
が
乱
れ
て
い
る
こ
と

が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
実
態
を
み
る
と
、

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
を
利
用
す
る
際
に
は
前

日
ま
で
に
上
司
に
連
絡
す
る
規
則
な
の
に
連

絡
な
し
で
一
〇
時
に
出
社
し
た
り
、
一
〇
時

過
ぎ
て
出
社
し
て
も
上
司
が
注
意
し
な
く
な

る
な
ど
、
労
務
管
理
の
面
で
甘
さ
が
み
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
管
理
職
自
身
も
日

中
自
ら
の
業
務
を
抱
え
て
い
る
な
か
で
、

個
々
人
の
出
退
勤
管
理
に
細
か
く
目
を
配
る

こ
と
が
難
し
い
状
況
も
あ
っ
た
。
朝
礼
に
替

え
て
コ
ア
タ
イ
ム
内
の
昼
礼
を
行
う
よ
う
に

な
っ
て
い
た
が
、
外
出
社
員
や
会
議
な
ど
で

参
加
で
き
な
い
人
も
お
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
難
は
あ
っ
た
。『
こ
れ
は
本
当
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
制
度
な
の
か
』
と
思
え
、

『
な
い
方
が
か
え
っ
て
健
康
管
理
と
業
務
の

図１ 事業構成

派遣

ハードウェア事業

サービス受託

システムインテグレーション事業
<組込みシステムを含む>

ＩＴと現場の距離を縮めるシステムインテグレータＩＴと現場の距離を縮めるシステムインテグレータ

現場での使いやすさを第一に現場での使いやすさを第一に

サービス事業

現場の「物」にまつわる実現場の「物」にまつわる実践践的な的な
ソリューションソリューション

*サービス：修理、製造、評価、貸出、キッティング、ソフト開発、情報配信
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円
滑
な
遂
行
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
』

と
考
え
た
の
が
廃
止
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

そ
の
旨
、
社
長
に
進
言
し
て
理
解
を
得
て
、

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
廃
止
を
労
使
懇
話

会
で
説
明
。
そ
の
際
、『
も
し
も
不
備
・
不
都

合
が
あ
れ
ば
元
に
戻
す
』
と
の
条
件
を
付
け

た
。
そ
れ
で
一
年
間
様
子
を
み
た
が
、
不
都

合
を
訴
え
る
意
見
は
な
か
っ
た
」

　

こ
こ
で
二
点
ほ
ど
、
補
足
を
求
め
た
い
。

労
働
者
側
と
の
交
渉
と
、
日
立
グ
ル
ー
プ
で

同
制
度
を
活
用
し
て
い
る
人
が
出
向
し
て
き

た
場
合
の
対
応
だ
。

　
「
当
社
に
労
働
組
合
は
な
い
の
で
、
制
度

廃
止
に
つ
い
て
は
労
使
懇
話
会
の
議
題
に
あ

げ
た
。
労
使
懇
話
会
は
、
技
師
以
下
が
労
働

者
側
、
課
長
職
以
上
が
使
用
者
側
と
の
位
置

付
け
で
年
二
回
開
か
れ
る
も
の
。
ま
ず
会
社

側
が
事
業
方
針
や
主
な
制
度
改
訂
な
ど
の
説

明
を
行
い
、従
業
員
側
か
ら
意
見
を
聴
く
。懇

話
会
の
前
段
で
各
職
場
に
い
る
従
業
員
代
表

が
職
場
の
不
満
や
疑
問
点
な
ど
を
事
前
に
集

約
し
、
懇
話
会
で
話
し
合
う
形
に
な
っ
て
い

る
」

　
「
出
向
受
入
者
に
就
業
規
則
に
つ
い
て
説

明
す
る
際
に
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
が
『
何

故
使
え
な
い
の
か
？
』
と
い
っ
た
不
満
は
受

け
た
こ
と
が
な
い
。
一
方
で
、
特
定
派
遣
で

別
会
社
に
出
向
い
て
い
る
社
員
に
つ
い
て
は
、

働
き
方
を
出
先
に
合
わ
せ
て
良
い
こ
と
に
な

っ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
に
制
度
が
あ
れ
ば
対

象
と
な
る
。
ま
た
、
規
則
上
そ
れ
以
外
に
も

特
段
の
事
情
が
あ
れ
ば
適
用
可
能
で
あ
り
、

必
要
に
応
じ
て
精
査
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
」

　

同
社
で
は
、
裁
量
労
働
制
も
営
業
職
の
み

な
し
労
働
時
間
制
も
在
宅
ワ
ー
ク
制
度
も
な

く
、
全
員
が
同
じ
勤
務
形
態
で
働
い
て
い
る
。

二
〇
〇
三
年
か
ら
面
談
活
動
を
ス
タ
ー
ト

　

一
般
的
に
、
Ｉ
Ｔ
業
界
は
多
く
の
ス
ト
レ

ス
要
因
を
内
包
す
る
業
務
が
多
い
こ
と
で
知

ら
れ
る
。
商
品
の
仕
様
変
更
や
納
期
の
短
縮
、

コ
ス
ト
の
低
減
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
な
か
で
、

上
位
者
の
目
が
細
部
ま
で
届
き
に
く
い
個
別

業
務
性
の
強
い
仕
事
が
少
な
く
な
い
。
自
由

度
が
高
い
分
、
自
己
責
任
の
要
素
も
強
い
が
、

そ
の
一
方
で
、
技
術
力
の
み
な
ら
ず
対
人
能

力
も
要
求
さ
れ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

管
理
職
は
仕
事
の
管
理
に
忙
殺
さ
れ
、
人
の

管
理
に
注
力
す
る
こ
と
も
叶
わ
な
い
。

　

こ
う
し
た
な
か
、

同
社
で
は
産
業
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
の
資
格
を

持
っ
て
い
た
渡
邊
部

長
代
理
が
自
ら
社
内

で
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
活
動
を
二
〇
〇
三

年
七
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
。
二
〇
一
三
年
ま

で
の
累
計
で
社
員
の

四
割
近
く
が
面
談
に

訪
れ
て
い
る
（
図
２
、

３
）。

　
「
当
時
、
突
然
な

ぜ
か
出
社
で
き
ず
休

み
だ
す
ケ
ー
ス
が
発

生
し
だ
し
、
管
理
職

は
『
ど
う
対
処
し
た

ら
い
い
の
か
』
と
戸

惑
っ
て
い
た
。
そ
こ

で
二
つ
の
策
を
講
じ

た
。
一
つ
は
職
場
管

理
職
が
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
の
項
目
に
よ
り
、

部
下
の
様
子
を
毎
月
確
認
す
る
こ
と
。
二
つ

目
は
部
下
の
様
子
が
何
か
不
自
然
と
感
じ
た

場
合
に
、
渡
邊
の
面
談
を
受
け
る
よ
う
促
す

こ
と
。
面
談
に
よ
り
必
要
が
あ
り
そ
う
な
場

合
は
、
早
期
に
医
療
に
つ
な
げ
る
こ
と
と
し

た
。
こ
れ
ら
を
課
長
職
以
上
に
通
知
し
た
上

で
開
始
し
た
。
最
初
は
ど
の
ぐ
ら
い
ニ
ー
ズ

が
あ
る
か
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
あ
え
て

看
板
は
上
げ
な
か
っ
た
。
最
初
の
年
は
七
月

か
ら
始
め
て
九
人
。
翌
年
が
一
三
人
、
そ
の

次
が
一
五
人
と
徐
々
に
新
規
依
頼
が
増
え
て

き
た
。
今
は
上
長
の
介
在
な
し
に
相
談
に
来

る
人
が
半
分
ぐ
ら
い
。
単
純
平
均
す
る
と
一

人
八
回
ぐ
ら
い
面
談
す
る
が
、
な
か
に
は
七

〇
回
八
〇
回
と
続
い
て
い
る
人
も
い
る
」

人
事
労
務
の
人
間
が
職
場
に 

入
り
込
ん
で
い
く
こ
と
も
大
切

　

面
談
は
事
前
に
メ
ー
ル
や
電
話
で
連
絡
を

も
ら
っ
て
時
間
と
場
所
を
設
定
。
就
業
時
間

に
こ
だ
わ
ら
ず
、
休
日
以
外
で
あ
れ
ば
受
け

付
け
る
。
一
般
的
な
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
異
な

り
、
職
場
の
環
境
改
善
な
ど
の
労
務
管
理
の

ア
プ
ロ
ー
チ
も
行
っ
て
い
る
。

　
「
職
場
に
知
ら
せ
ず
に
隠
密
で
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
に
来
る
場
合
は
、
完
全
に
ク
ロ
ー
ズ

図２ カウンセリング実施状況
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し
職
場
管
理
職
に
は
働
き
か
け
な
い
が
、
上

長
経
由
で
来
談
し
た
場
合
は
、
上
長
も
心
配

で
『
ど
う
で
し
た
か
』
と
聞
い
て
く
る
。
だ

か
ら
事
前
に
『
後
で
上
長
が
聞
き
に
来
る
か

も
し
れ
な
い
け
ど
、ど
う
答
え
て
お
こ
う
か
』

と
確
認
し
て
お
き
、
許
容
範
囲
内
で
『
こ
う

い
っ
た
こ
と
で
す
よ
』
と
答
え
る
。
そ
し
て
、

片
方
だ
け
の
情
報
で
は
偏
る
の
で
、
上
長
か

ら
も
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
。
た
と
え
ば
、
上
長

と
部
下
の
人
間
関
係
で
あ
れ
ば
『
お
互
い
の

理
解
が
足
り
な
い
』
こ
と
が
み
え
て
き
た
り
、

あ
る
い
は
『
ち
ょ
っ
と
厳
し
す
ぎ
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
』
と
か
『
残
業
は
こ
う
だ
け
ど
、
業

務
量
・
質
は
ど
う
な
の
か
』『
お
客
様
と
の
関

係
は
ど
う
か
』
な
ど
が
み
え
て
く
る
。
こ
れ

は
私
見
だ
が
、
労
務
管
理
は
職
場
が
基
点
で

あ
る
も
の
の
、
人
事
労
務
の
人
間
は
必
要
に

応
じ
て
個
別
的
に
職
場
に
係
わ
る
こ
と
も
重

要
だ
と
思
う
。
職
場
の
管
理
職
が
見
切
れ
な

い
と
こ
ろ
を
補
佐
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
」

相
談
者
に
は
最
後
ま
で
寄
り
添
う

　
「
た
と
え
ば
、
ち
ょ
っ
と
他
罰
的
な
社
員

が
職
場
の
人
間
関
係
の
不
満
を
訴
え
て
き
た

と
す
る
。
そ
の
人
の
話
に
沿
っ
て
聞
い
て
い

く
と
、
ど
こ
か
の
段
階
で
『
本
当
は
ど
う
し

た
い
の
だ
ろ
う
か
』
と
い
う
話
に
な
る
。
そ

こ
で
『
環
境
が
変
わ
っ
た
ら
い
い
』
と
い
う

話
に
な
っ
た
と
き
に
『
環
境
は
具
体
的
に
ど

う
変
わ
っ
た
ら
い
い
？
』
と
投
げ
か
け
る
と
、

環
境
は
そ
う
簡
単
に
自
分
の
都
合
で
変
わ
ら

な
い
こ
と
に
だ
ん
だ
ん
気
づ
い
て
い
く
。
す

る
と
、
次
の
段
階
で
『
人
の
力
を
借
り
る
か
、

自
分
で
も
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
か
』
と
な
っ
て

い
く
。
こ
れ
は
職
場
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ

か
ら
生
き
て
い
く
う
え
で
の
環
境
に
も
か
か

わ
る
こ
と
。
だ
か
ら
こ
そ
、
環
境
に
適
合
し

て
い
く
と
こ
ろ
が
大
事
だ
と
思
う
。
そ
う
す

れ
ば
、『
不
可
能
な
こ
と
を
望
ん
で
い
た
』
と

気
づ
く
人
は『
自
分
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
』

と
な
っ
て
い
く
し
、
な
か
に
は
『
環
境
が
変

わ
る
こ
と
に
期
待
す
る
よ
り
も
、
自
分
か
ら

動
こ
う
』
と
な
る
人
も
出
て
く
る
。『
自
分

の
今
の
状
況
、
気
持
ち
を
上
長
に
言
っ
た
ほ

う
が
い
い
』
と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
気
づ
く
ケ

ー
ス
も
あ
っ
て
、
上
長
や
周
囲
の
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
自
ら
と
っ
て
い
こ
う

と
す
る
動
き
が
生
ま
れ
出
す
」

　
「
一
方
、
業
務
上
の
カ
ベ
に
ぶ
ち
当
た
り

自
信
を
失
い
、
悩
ん
で
体
調
を
崩
す
ま
で
に

な
る
人
も
い
る
。
Ｉ
Ｔ
系
の
業
務
遂
行
に
は

向
き
不
向
き
も
あ
り
、
結
局
は
転
職
を
決
意

す
る
に
至
る
場
合
も
あ
る
。
そ
の
場
合
は
在

職
中
、
転
職
が
決
ま
る
ま
で
サ
ポ
ー
ト
す
る

つ
も
り
で
付
き
合
う
。
入
社
二
、
三
年
で
限

界
を
感
じ
て
い
る
人
が
相
談
に
来
る
ケ
ー
ス

で
は
、
数
回
の
面
談
の
末
に
改
め
て
業
務
に

取
り
組
も
う
と
な
る
場
合
が
多
い
が
、
そ
の

後
も
業
務
に
邁
進
し
て
い
く
場
合
も
あ
れ
ば
、

一
、
二
年
経
ち
再
度
来
談
す
る
場
合
も
あ
る
。

他
の
道
に
進
も
う
か
ど
う
し
よ
う
か
と
悩
む

が
、
自
身
を
じ
っ
く
り
と
み
つ
め
る
こ
と
に

よ
り
、
自
身
が
納
得
で
き
る
新
た
な
第
一
歩

を
踏
み
出
し
て
い
く
ケ
ー
ス
も
あ
る
」

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
進
め
る
同
社
の
退

職
者
は
毎
年
一
％
強
程
度
で
、
年
齢
別
で
は

三
〇
歳
代
が
や
や
多
い
以
外
は
、
二
〇
～
五

〇
歳
代
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
退
職
者
が
み
ら
れ
る

と
い
う
。

　

退
職
理
由
に
着
目
し
て
み
る
と
、
二
〇
歳

代
、
三
〇
歳
代
で
目
立
つ
の
は
マ
ッ
チ
ン
グ
。

「
業
務
の
進
め
方
や
顧
客
と
の
関
係
性
の
厳

し
い
な
か
に
あ
っ
て
、
仕
事
の
中
味
に
対
す

る
興
味
や
関
心
が
比
較
的
薄
い
」
場
合
が
多

い
。
三
〇
歳
代
は
「
上
昇
志
向
の
高
さ
か
ら
、

も
っ
と
刺
激
を
求
め
た
い
」
と
考
え
た
人
も

い
た
。
四
〇
歳
代
以
降
で
は
、
介
護
を
理
由

と
し
て
郷
里
に
戻
る
退
職
が
あ
り
、
気
に
な

り
始
め
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
人
た
ち
の
面
談
で
は
、「
本
音
は

ど
う
し
て
い
き
た
い
の
か
」
を
み
つ
め
る
こ

と
も
行
う
。
相
談
者
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の

不
調
を
訴
え
て
い
る
場
合
は
、
産
業
医
と
一

緒
に
面
談
す
る
こ
と
や
、
主
治
医
を
交
え
て

話
し
合
う
こ
と
も
。
休
職
者
へ
の
面
談
は
、

そ
の
人
の
住
ま
い
の
近
く
に
行
っ
て
面
談
す

る
と
い
う
。
職
場
環
境
の
背
景
な
ど
も
聞
き

込
む
た
め
、
当
初
の
面
談
は
一
時
間
半
ぐ
ら

い
か
か
る
こ
と
が
多
い
。

肯
定
的
な
未
来
志
向
を 

持
つ
こ
と
が
重
要

　

さ
ら
に
、
渡
邊
部
長
代
理
の
面
談
は
、
こ

れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
な
職
場
労
務
管
理
へ

の
助
言
に
加
え
て
、
来
談
者
に
は
打
た
れ
強

さ
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
育
成
を
意
識

し
た
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
実
施
も
心
掛
け
て

い
る
。

　
「
面
談
で
は
、
病
態
の
程
度
を
意
識
し
な

が
ら
安
全
サ
イ
ド
で
、
そ
の
人
の
こ
だ
わ
り

や
思
考
、
価
値
観
な
ど
の
特
徴
を
認
識
で
き

る
よ
う
地
道
に
寄
り
添
い
、
本
人
と
一
緒
に

問
題
を
み
つ
め
て
い
く
。
主
治
医
か
ら
復
職

可
能
と
い
う
診
断
が
お
り
そ
う
な
頃
か
ら
、

肯
定
的
な
未
来
志
向
を
持
っ
て
も
ら
い
、
そ

こ
に
キ
ャ
リ
ア
の
考
え
方
を
入
れ
て
い
く
。

た
と
え
ば
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
で
復
職

と
再
発
を
繰
り
返
す
人
も
、
復
帰
後
、
前
と

同
じ
状
況
に
遭
っ
た
と
き
に
ど
う
対
処
す
る

か
を
本
人
が
明
確
に
言
え
な
い
と
繰
り
返
す

可
能
性
が
高
い
。
加
え
て
、
こ
れ
か
ら
ど
う

や
っ
て
納
得
し
た
人
生
を
送
っ
て
い
く
の
か

に
ま
で
つ
な
げ
て
い
き
た
い
が
、
簡
単
で
は

な
い
。
中
堅
の
技
術
職
の
な
か
に
は
、『
こ
う

い
う
技
師
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と
の
理

想
を
掲
げ
て
い
る
人
が
結
構
い
る
。
で
も
、

な
か
な
か
結
果
が
伴
わ
な
く
な
っ
て
く
る
と
、

『
で
き
な
い
自
分
は
ダ
メ
だ
』
と
自
分
を
否

定
し
て
し
ま
う
。
結
果
、
だ
ん
だ
ん
落
ち
込

ん
で
い
く
。
こ
こ
で
、
た
と
え
ば
『
不
可
能

な
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
た
』
と
気
づ
く
と
一

段
回
復
に
向
う
。
そ
し
て
『
今
の
自
分
に
で

き
る
範
囲
で
、
ど
の
よ
う
に
仕
事
に
取
り
組

ん
で
い
く
か
』
と
考
え
る
よ
う
に
な
る
と
、

あ
る
程
度
今
の
自
身
を
認
め
て
受
け
容
れ
ら

れ
る
状
態
に
な
る
。そ
こ
が
重
要
だ
と
思
う
」

　
「
育
成
に
関
し
て
は
、
先
ほ
ど
管
理
職
の

『
人
の
管
理
』
の
希
薄
傾
向
に
触
れ
た
が
、

Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
つ
い
て
も
同
様
の
傾
向
が
あ
る
と

感
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
新
入
社
員
個
別
四
カ

年
育
成
計
画
を
職
場
が
策
定
し
、
今
後
ど
の

よ
う
な
業
務
に
就
き
ど
の
よ
う
な
能
力
を
身

に
つ
け
て
い
く
の
か
を
、
上
司
、
先
輩
と
と

も
に
情
報
を
共
有
し
、
計
画
的
な
Ｏ
Ｊ
Ｔ
、

Ｏ
Ｆ
Ｆ

－

Ｊ
Ｔ
の
実
施
を
め
ざ
し
て
い
る
。

そ
の
計
画
は
毎
年
見
直
す
と
と
も
に
、
私
が

キ
ャ
リ
ア
形
成
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
面
談
も

行
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
肯
定
的
な
未
来
志
向

に
つ
な
が
り
、
育
成
の
み
な
ら
ず
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
対
策
に
も
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。
こ
の
ほ
か
、
感
情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
好

奇
心
の
強
さ
、
生
活
リ
ズ
ム
の
改
善
な
ど
も

ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
う
」

リ
ス
ト
バ
ン
ド
型
生
活
モ
ニ
タ
ー
の

活
用
も

　

こ
う
し
た
息
の
長
い
地
道
な
取
り
組
み
が

奏
功
し
、
同
社
で
は
二
〇
一
二
年
下
期
と
二

〇
一
三
年
年
上
期
に
は
休
職
者
が
い
な
く
な

る
な
ど
、
小
回
り
を
き
か
せ
た
労
務
管
理
の

効
果
が
現
れ
て
き
て
い
る
。
さ
ら
に
二
〇
一
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二
年
か
ら
は
、
生
活
リ
ズ
ム
改
善
の
取
り
組

み
の
一
環
と
し
て
、「
リ
ス
ト
バ
ン
ド
型
生
活

モ
ニ
タ
ー
」
も
活
用
し
て
い
る
（
図
４
）。

　
「
日
立
中
央
研
究
所
で
開
発
さ
れ
、
グ
ル
ー

プ
で
活
用
を
呼
び
か
け
る
通
知
が
出
た
の
を

契
機
に
取
り
入
れ
た
。
Ｗ
ｅ
ｂ
ブ
ラ
ウ
ザ
で

表
示
す
る
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
で
、
就
寝
・

起
床
時
刻
や
睡
眠
時
間
、
昼
寝
の
有
無
、
中

途
覚
醒
・
早
期
覚
醒
の
有
無
、日
中
の
活
動
量

な
ど
が
把
握
で
き
る
。
活
動
量
は
、『
軽
作
業

を
や
っ
て
い
る
の
は
こ
の
へ
ん
、
こ
れ
は
デ

ス
ク
ワ
ー
ク
を
し
て
い
る
』
な
ど
と
ソ
フ
ト

解
析
し
て
、
休
職
者
の
復
職
判
断
な
ど
に
用

い
る
。
基
本
的
に
は
自
分
自
身
で
デ
ー
タ
を

活
用
し
て
生
活
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
も
の

だ
が
、対
象
者
の
同
意
を
得
た
う
え
で
、こ
の

デ
ー
タ
を
休
ん
で
い
る
時
か
ら
復
職
後
半
年

～
一
年
ぐ
ら
い
取
っ
て
生
活
リ
ズ
ム
の
状
況

を
本
人
と
と
も
に
み
て
い
る
。今
ま
で
五
人

が
付
け
た
が
、休
み
が
ち
に
な
っ
た
り
不
調

に
な
る
と
き
は
、
そ
の
変
化
が
こ
の
デ
ー
タ

に
明
ら
か
に
表
れ
る
」

育
成
と
仕
事
の
進
め
方
に 

問
題
抱
え
る
特
定
派
遣

　

最
後
に
、
縮
小
傾
向
に
あ
る
と
は
い
え
、

今
で
も
約
五
〇
人
の
社
員
を

抱
え
る
特
定
派
遣
労
働
者
に

つ
い
て
も
尋
ね
て
お
き
た
い
。

他
の
社
員
と
比
べ
て
、
働
き

方
や
面
談
に
来
た
場
合
の
対

応
に
何
か
違
い
が
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。

　
「
派
遣
形
態
な
ら
で
は
の

マ
イ
ナ
ス
面
は
あ
る
。
ま
ず
、

派
遣
先
で
は
派
遣
社
員
の
将

来
的
育
成
を
考
え
た
Ｏ
Ｊ
Ｔ

は
顧
客
先
の
業
務
内
容
に
も

よ
る
が
期
待
で
き
な
い
場
合

が
あ
る
。
気
に
入
ら
れ
た
ら

ず
っ
と
同
じ
出
先
に
い
る
が
、

か
と
い
っ
て
同
じ
出
先
に
ず

っ
と
置
か
せ
て
も
ら
え
る
保

障
も
な
い
。
長
い
期
間
の
派

遣
が
終
了
し
戻
っ
て
き
た
時

の
自
社
部
門
業
務
で
の
適
応

の
問
題
が
あ
る
。
ま
た
、
派

遣
社
員
自
身
も
『
言
わ
れ
た

こ
と
を
こ
な
し
て
い
れ
ば
良

い
』
と
の
感
覚
に
陥
り
や
す

い
。
だ
か
ら
、
特
定
派
遣
で

長
く
勤
め
て
き
た
人
を
自
主
事
業
部
門
に
異

動
す
る
と
上
司
も
本
人
も
苦
労
す
る
場
合
が

多
い
。
こ
の
た
め
、
入
社
後
し
ば
ら
く
は
自

主
事
業
部
門
に
配
属
し
、
そ
こ
で
仕
事
の
流

れ
や
仕
事
に
取
り
組
む
姿
勢
な
ど
を
学
ば
せ

て
派
遣
に
出
し
、
数
年
で
戻
す
こ
と
を
実
施

し
よ
う
と
し
て
き
た
。
ま
た
、
派
遣
社
員
は

特
に
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
意
識
を
強
く
持

っ
て
も
ら
い
た
く
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
研
修
を

優
先
し
て
行
っ
て
き
た
経
緯
も
あ
る
」

　
「
派
遣
先
も
同
じ
Ｉ
Ｔ
関
係
で
共
通
す
る

こ
と
が
多
い
の
で
、
面
談
は
特
段
や
り
に
く

い
こ
と
は
な
い
が
、
就
業
時
間
中
は
実
施
で

き
ず
、
定
時
後
の
実
施
と
な
る
。
職
場
の
問

題
が
あ
り
そ
う
な
場
合
に
は
、
派
遣
先
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
し
て
要
望
を
伝
え
る
方
法

も
模
索
し
て
い
る
」

　

ち
な
み
に
、
同
社
の
人
事
制
度
は
派
遣
社

員
も
ま
っ
た
く
一
緒
。
昇
給
や
賞
与
の
評
価

も
同
じ
に
な
っ
て
い
る
。�

（
新
井
栄
三
）日立ケーイーシステムズ別館概観（同社提供）

リストバンド型生活モニターの活用

睡眠 安静 デスクワーク 軽作業 非装着

生活行動

歩行数

温度

運動頻度

運動強度（METsWebブラウザで表示
するクラウドサービス

図４ メンタルヘルス具体的対策


